

































・ 体系表中の縦軸となる上下関係は，下→上の Aの関係，上→下の Cの関係（主従関係，身分差），







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































遊子方言 1770 2 　 　 　 　 　 　 　
20
甲駅新話 1775 2 　 　 　 　 4 　 　
浮世の四時 1784 1 　 　 　 　 2 　 　
角雞卵 1784 　 　 　 　 　 3 　 　
一目土堤 1788 1 　 　 　 　 　 　 　
古契三娼 1787 2 　 　 　 　 　 　 　
傾城買四十八手 1790 1 　 　 　 　 　 　 　
南品傀儡 1792 1 　 　 　 　 　 　 　
大通契語 1800 　 　 　 　 　 1 　 　
小計 10〔50％〕 0 0 0 0
10
〔50％〕 0 0 20
???
浮世風呂 1809 7 7 1 2 　 19 　 　
98
浮世床 1812 　 6 　 　 　 5 　 　
四十八癖 1812 6 9 　 　 　 6 　 　
八笑人 1820 7 3 　 1 　 2 　 　









〔46％〕 0 0 98
???
仮名文章娘節用 1831 3 1 　 1 　 　 　 　
69
清談若緑 19C 　 3 　 4 2 2 　 　
春色梅児誉美 1832 1 2 　 1 3 1 　 　
春色恵の花 1835 　 2 　 　 　 　 　 　
春告鳥 1836 2 　 1 2 　 1 　 　
閑情末摘花 1839 3 1 　 4 2 3 　 　
春色恋廼染分解 1860 2 1 1 2 5 1 　 　















西洋道中膝栗毛 1870 　 3 　 3 　 19 　 　
54
安愚楽鍋 1871 　 3 1 　 　 1 　 　
巷説児手柏 1879 　 　 　 1 　 　 　 　
怪談牡丹灯籠 1884 1 　 　 3 　 2 　 　
当世書生気質 1885 1 　 　 6 　 2 　 　
妹と背かゞみ 1886 　 　 1 　 　 　 　 　















浮雲 1887 　 1 　 4 　 　 　 　
53
花間鶯 1887 　 　 　 3 　 1 2 　
緑蓑談 1888 　 　 2 9 　 1 1 2
乙女心 1889 　 　 　 1 1 　 　 　
二人女房 1891 　 　 2 4 　 　 　 　
黒蜥蜴 1895 　 　 1 　 　 　 　 　
にごりえ 1895 　 　 1 　 　 　 　 　
五大堂 1896 　 　 　 3 　 　 　 　




























































































































名垣魯文（1870～ 1872）〈明 3〉，『牛店雑談安愚楽鍋』仮名垣魯文（1871～ 1872）〈明 4〉―『明治文學全集』（以
下『明治』）／『怪化百物語』高畠藍泉（1875）〈明 8〉『新日本古典文学大系明治編』（以下『明治編』）／『巷説
児手柏』高畠藍泉（1879）〈明 12〉，『怪談牡丹灯籠』三遊亭円朝（1884）〈明 17〉『一読三歎当世書生気質』坪内
逍遥（1885～ 1886）〈明 18〉，『新磨妹と背かゞみ』坪内逍遥（1886）〈明 19〉―『明治』／『雪中梅』末広鉄腸（1886）
〈明 19〉『明治編』／『浮雲』二葉亭四迷（1887～ 1889）〈明 20〉，『花間鶯』末広鉄腸（1887）〈明 20〉／『緑蓑
談』（前編・続編）須藤南翠（1888）〈明 21〉―『明治』／『細君』坪内逍遥（1889）〈明 22〉，『乙女心』石橋思
案（1889）‹明 22›―『明治』／『二人女房』尾崎紅葉（1891）〈明 24〉，『黒蜥蜴』巌谷小波（1895）〈明 28〉，『浅
瀬の波』広津柳浪（1896）〈明 29〉―『明治編』／『五大堂』田沢稲舟（1896）〈明 29〉『明治』／『たけくらべ』







本稿は 2011年 12月 10日に行われた早稲田大学国語教育学会の学生会員研究発表会での口頭発表
の内容を修正したものです。ご教示くださった方々に心より御礼申し上げます。
